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　「やさしい日本語」は通常使用している日本語を文法や言葉のレベル、文章の長さに配慮した日本
語のことです。元々は外国人のために考案されましたが、ここ最近では高齢者、障がいのある人、子
どもなど、多くの人に日本語を通じて情報発信をしたり、コミュニケーションをとったりするために
使われています。やさしい日本語の研究者である佐藤和之氏（弘前大学名誉教授）はやさしい日本
語のレベルについて、「日本語能力試験のＮ₄、Ｎ₅級程度の外国人にも伝わるわかりやすい日本語で、
小学校₃年生の国語教科書に相当する。」と述べています。Ｎ₄、Ｎ₅は日常会話を簡単な言葉であれ
ば理解できるレベルです。
　やさしい日本語が生まれたきっかけは阪神淡路大震災で外国人への情報発信が十分ではなかったこ
とです。当時、地震発生後に外国人被災者のために英語による情報発信がおこなわれましたが、日本
人が作成した原稿を英語へ翻訳するだけでは、受け手の外国人側の認識に齟齬が生じ、必要な情報が
届きませんでした。また、そもそも英語が理解できない人が多くいたことから、英語だけでは限界が
あることがわかりました。そのため、弘前大学社会言語学研究室が中心となりやさしい日本語が考え
出されました。その後、東日本大震災や熊本地震の際にも外国人向けへの情報発信に活用されました。
また、災害時だけでなく、日常の外国人とのコミュニケーションにも活用されるようになりました。

【通常使用している日本語】
今朝₇時21分頃、東北地方を中心に広い範囲で強い地震がありました。
大きな地震のあとには必ず余震があります。
引き続き厳重に注意してください。

【やさしい日本語】
今日　朝　₇時21分、 東北地方で　大きい　地震が　ありました。
大きい　地震の　あとには　余震（あとから　くる　地震）が　あります。
気をつけて　ください。

やさしい日本語の紹介（₁）

1 やさしい日本語が生まれた背景

外国人材受け入れに関してお困りごとがございましたら、下記までお気軽にお問い合わせください。
（ご支援例）外国人材の獲得の支援、外国人材の日本語教育支援、日本人社員向け異文化理解研修　等
公益財団法人　地方経済総合研究所（担当：前田）ＴＥＬ：096-326-8625 ／ＭＡＩＬ：maeda@reri.or.jp

公益財団法人　地方経済総合研究所　主任研究員　前田　和則
熊本学園大学　非常勤講師（日本語科目）
専修学校　久留米ゼミナール　非常勤講師（キャリア教育科目・日本語科目）
修士（文学）・修士（大学アドミニストレーション）

資料：出入国在留管理庁

図表１　通常使用している日本語とやさしい日本語
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